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ラムサール条約の

３つの柱と今後の取り組み

　渡良瀬遊水地の本来の目的である治水機能の充
実を図りながら、ラムサール条約の３つの柱に基
づき、湿地の自然環境を保全・再生し、その適正
な利用を促進します。

　水鳥の生息地としてだけでなく、私たちの生活
環境を支える重要な生態系として、幅広く湿地の
保全・再生を呼びかけています。
～これからずっとこの環境を守っていく～

　渡良瀬遊水地は、本州最大のヨシ原を主体とす
る湿性草地です。河川の氾濫原を主な生育環境と
するタチスミレなどをはじめとする希少種を含む
1,000 種以上の豊富な植物種が生育する、本州以
南の低湿地の代表例です。日本国内でも希少な環
境を保全・再生することが重要となります。

　条約は、産業や地域の人々の生活とバランスの
とれた保全を進めるために、湿地の賢明な利用を
提唱しています。賢明な利用とは、湿地の生態系
を維持しつつ、そこから得られる恵みを持続的に
活用することです。
～いままでどおりこれからも活用していく～
　条約は、人間の行為を厳しく規制して湿地を
守っていくのではなく、湿地生態系の機能や湿地
から得られる恵みを維持しながら、私たちの暮ら
しと心がより豊かになるように活用することを
謳っています。遊水地のヨシを利用した「よしず
づくり」や「スカイスポーツ・ウオータースポー
ツ」などは豊かな自然を活かした賢明な利用に該
当することになります。

　湿地の保全や賢明な利用のために、人々の交流
や情報交換、教育、参加、啓蒙活動を進めること
を決議しています。
～湿地の大切さを学び、協力し合い広めていく～
　湿地が提供する様々な恵みや湿地が持つ価値に
ついて、まだ十分認識されていないのが実情です。
湿地の保全と賢明な利用を進めるためには、まず
は湿地に関わりを持つ様々な方々に対して普及啓
発活動を行い、湿地の自然環境に親しむ機会や湿
地の働きや重要性について理解する機会を提供す
ることが重要です。環境学習会などを開催し、湿
地の重要性を学ぶ機会を提供することが重要とな
ります。
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　　　　です。
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渡良瀬遊水地の生い立ち


